
 

国民が判断出来る素地としての「憲法を考える機会」を提供しよう！ 
年末迄に憲法改正賛同者拡大(自主目標30万)を達成しよう！ 
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謹 

賀 

新 

年 

熊

本

大

震

災

の

被

災

者

の

方

々

に

心

よ

り

お

見

舞

い

申

し

あ

げ

ま

す

。 
 

去
る
十
一

月
二
十
三
日

（
祝
・
水
）
神

戸
・
兵
庫
中

央
労
働
セ
ン

タ
ー
に
て
憲

法
タ
ウ
ン
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ

が
開
催
さ
れ

た
。
参
加
者

一
四
〇
名
の

う
ち
、
議
員

十
七
名
、
大

学
生
以
下
の

参
加
が
四
名

と
若
い
年
代

の
顔
も
目
立

っ
た
。
パ
ネ
リ

ス
ト
に
、
大

災
害
の
対
応

等
に
ご
経
験

豊

富

な

自

民

党

兵

庫

県

憲

法

改

正
推
進
本
部
長
の
衆
議
院

議
員
谷
公
一
氏
、
「
女
子
差

別
撤
廃
委
員
会
」
「
人
権
基

本
理
事
会
」
で
慰
安
婦
の
真

実
を
ス
ピ
ー
チ
す
る
な
ど
、

活
躍
が
め
ざ
ま
し
い
前
衆
議

院
議
員
の
杉
田
水
脈
氏
、

兵
庫
在
住
で
大
学
時
代
か

ら
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
近
現
代

史
の
情
報
収
集
を
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
に
す
る
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
研
究
会
主
宰
長
谷
川

司
氏
。
特
別
ゲ
ス
ト
に
拉
致

被
害
者
の
会
の
有
本
明
弘

氏
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に

は
、
美
し
い
日
本
の
憲
法
を

つ
く
る
国
民
の
会
か
ら
松
岡

篤
志
氏
。 

杉
田
氏
か
ら
は
、
生
田
署

襲
撃
事
件
か
ら
、
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
の
就
任
、
そ
し
て
今

日
の
尖
閣
な
ど
の
状
況
に

触
れ
ら
れ
、
谷
氏
か
ら
は
、

緊
急
事
態
へ
の
対
応
、
自
衛

隊
の
存
在
に
、
更
に
財
政
危

機
の
問
題
に
関
し
て
、
憲
法

に
欠
如
し
て
い
る
事
を
指
摘

さ
れ
た
。
ま
た
、
長
谷
川
氏

は
、
南
シ
ナ
海
に
中
国
が
占

拠
し
、
軍
事
基
地
を
創
っ
て

い
る
実
情
な
ど
を
画
像
を

使
用
し
て
示
し
た
。
松
岡
氏

は
、
朝
日
新
聞
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
示
し
、
改
憲
が
必
要
と

考
え
て
い
る
比
率
が
増
え
て

き
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

ま
た
、
特
別
ゲ
ス
ト
の
有
本

氏
は
拉
致
問
題
と
憲
法
の

問
題
に
つ
き
切
々
と
訴
え

ら
れ
た
。
二
時
間
に
お
よ
ぶ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
内
、
質

疑
の
時
間
、
挙
手
さ
れ
た
方

ほ
ぼ
全
員
に
マ
イ
ク
が
回
さ

れ
、
ぶ
っ
つ
け
本
番
、
本
音
の

質
疑
に
対
し
て
、
パ
ネ
リ
ス

ト
が
応
え
る
形
で
白
熱
し
た

議
論
が
展
開
さ
れ
た
。
自

民
党
谷
氏
へ
の
質
問
は
、
一

般
者
だ
け
で
な
く
、
市
会
議

員
か
ら
も
真
剣
な
問
い
か
け

が
あ
が
っ
た
の
が
印
象
的
。

与
党
が
今
後
ど
の
よ
う
に

動
く
の
か
、
兵
庫
は
ど
の
よ

う
な
ス
タ
ン
ス
で
い
る
の
か
。

有
権
者
と
党
本
部

や
政
府
と
の
間
に

立
つ
現
職
国
会
議

員
の
姿
が
か
い
間

見
え
た
。 

ま
た
、
今
回
は
、

半
数
が
日
本
会
議

の
会
員
で
は
な
か
っ

た
が
、
会
員
で
な
い

方
の
ス
ト
レ
ー
ト
で

新
鮮
な
発
言
が
多
く
み
ら

れ
た
。
特
に
、
憲
法
前
文
の

国
体
定
義
に
つ
い
て
の
改
正

発
言
や
、
自
衛
隊
を
国
軍

と
す
べ
き
な
ど
の
意
見
も
あ

っ
た
が
、
松
岡
氏
、
谷
氏
は
、

正
論
だ
が
、
実
際
に
は
世
論

を
よ
く
見
て
変
え
ら
れ
る

所
か
ら
着
手
す
べ
き
と
現

実
論
を
、
ま
た
、
改
憲
派
＝

戦
前
の
日
本
と
い
う
マ
ス
コ
ミ

の
レ
ッ
テ
ル
貼
り
に
も
注
意

を
要
す
る
と
述
べ
た
。
一
方

杉
田
氏
は
、
そ
の
主
張
も
必

要
だ
と
述
べ
た
。
大
学
生
も

積
極
的
に
発
言
し
た
。 

当
初
の
終
了
時
間
を
二

〇
分
超
え
た
が
、
ほ
と
ん
ど

の
参
加
者
が
最
後
ま
で
熱
心

に
聴
講
さ
れ
た
。
参
加
者
と

双
方
向
で
本
音
を
ぶ
つ
け
合
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□１１月１９日（土）１８時～ 【共催】イージス護衛艦あたご後援会 西宮・なでしこ大ホール 自衛艦隊司令官 道家一成元海将 潜水艦隊司令官 
中尾誠三(元)海将 □１１月２３日（祝・水）１４時 憲法ﾀウンミーティング in 神戸 兵庫県中央労働センター パネリスト/谷 公一
氏・杉田水脈氏・長谷川司氏・有本明弘氏コーディネータ/松岡篤志氏                       以 上 終 了 
■１２月２３日（祝）  ８時～  中西播磨支部 姫路護国神社清掃奉仕 
■１月８日（日）    １１時～ 中西播磨支部 新年祈願祭 姫路護國神社 
■１月９日（祝・月） １０時半集合 １１時から１２時５０分まで街頭活動（チラシ配布・街頭情報宣伝） 
             神戸市成人式 ノエビアスタジアム（和田岬） 入り口付近 07055082577（連絡先）  
■２月１１日（祝・土）        建国記念の日を祝う会   

【姫路会場】９時～白鷺宮・姫路護國神社 講演①神武天皇のご即位について（三木英一支部長）②
東ティモールのＰＫＯ活動に参加して（中村清勝氏）③青年の主張 １１時～ 祭典 １１時半～ 式典 
【神戸会場】１３時～ 同祝う会けんみんホール 参加費千円 講演 占部賢志先生(中村学園)  
１４時４５分頃～ 式典 １６時～ パレード（県民会館～三ノ宮センター街～生田神社） 

 

う
、
納
得
で
き
る
ま
で
と
こ

と
ん
議
論
す
る
と
い
う
タ
ウ

ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
試
み
は
、

ま
ず
ま
ず
そ
の
目
的
を
果
た

す
こ
と
が
出
来
た
と
い
え
よ

う
。
今
後
、
兵
庫
県
内
各
地

で
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
望
む

ば
か
り
で
あ
る
。 

取
材
に
来
て
い
た
神
戸
新

聞
は
、
翌
日
記
事
と
し
て
掲

載
し
な
か
っ
た
の
は
、
な
ぜ

だ
ろ
う
か
。
社
の
方
針
に
そ

ぐ
わ
な
か
っ
た
か
ら
か
、
イ
ベ

ン
ト
の
多
い
こ
の
日
の
ニ
ュ
ー

ス
よ
り
ニ
ュ
ー
ス
性
が
な
か
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。 

な
お
、
参
加
者
の
方
か
ら

百
田
尚
樹
氏
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
上
映

協
力
金
十
五
口
を
頂
い
た
。  

 
 

 

（
事
務
局
・
Ｓ
） 

十
一
月
十
九
日
（
土
）
に

イ
ー
ジ
ス
護
衛
艦
あ
た
ご

後
援
会
と
日
本
会
議
兵
庫 

西
宮
・
芦
屋
支
部
の
共
催
と

い
う
形
を
と
り
、
西
宮
北
口

駅
前
の
な
で
し
こ
ビ
ル
八

階
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
元

自
衛
艦
隊
司
令
官 

道
家
一

成(

元)

海
将
、
元
潜
水
艦
隊

司
令
官 

中
尾
誠
三(

元)

海

将
を
講
師
に
お
迎
え
し
、

「
日
本
の
海
の
安
全
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
、
一
言
一
言
が

大
変
説
得
力
の
あ
る
口
調

で
、
と
て
も
重
厚
感
溢
れ
る

講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

日
米
両
国
の
結
束
こ
そ

が
、
戦
後
の
極
東
平
和
を

築
い
て
い
る
の
だ
と
確
信

で
き
る
講
演
会
で
あ
っ
た

と
と
も
に
、
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
大
統
領
交
代
後
も
、

何
ら
変
わ
る
事
な
き
両
国

の
絆
に
よ
り
、
戦
争
の
な

い
社
会
が
達
成
し
て
い
く

も
の
と
考
え
ま
す
。 

な
お
、
一
部
講
演
会
、
二

部
懇
親
会
の
構
成
で
の
開

催
で
し
た
が
、
四
十
名
を

超
え
る
聴
衆
の
ほ
と
ん
ど

の
方
が
懇
親
会
の
最
後
ま

で
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
前
中
） 

建
国
記
念
の
日
を
祝
う
会 

二
月
十
一
日
（祝
） 

神
戸
会
場
十
三
時
～ 

講
師 

占
部
賢
志
先
生 

（
中
村
学
園
大
学
教
授
） 

演
題 

「
建
国
神
話
と
歴
史
教
育
」 

式
典 

十
四
時
四
十
五
分 

橿
原
神
宮
遙
拝 

 
 

 
 

挨
拶
・
来
賓
挨
拶 

 
 

 
 

「
紀
元
節
」
の
歌 

 
 

 
 

青
年
の
主
張 

パ
レ
ー
ド 

十
六
時
～ 

 
 

 
 

県
民
会
館
～
三
ノ
宮 

セ
ン
タ
ー
街
～
生
田
神
社 

 
 

 
 

道
楽
・
日
の
丸
配
布
等 

姫
路
会
場
午
前
九
時
～ 

講
演
①
神
武
天
皇
の
ご
即
位

に
つ
い
て(

三
木
英
一
支
部
長) 

 

講
演
②
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の

Ｐ
Ｋ
Ｏ
活
動
に
参
加
し
て 

 
 

（
中
村
清
勝
氏
） 

青
年
の
主
張 

関
西
学
院

大
学
一
回
生 

 

中
野
誇
亮
氏 

祭
典 

十
一
時
～ 

式
典 

十
一
時
半
～ 

 

編
集
後
記 

 

真
珠
湾
慰
霊
の
た

め
に
、
安
倍
総
理
が

訪
問
す
る
こ
と
が
決

定
し
た
と
の
ニ
ュ
ー

ス
を
神
戸
新
聞
の
記

者
か
ら
、
コ
メ
ン
ト

を
求
め
ら
れ
て
、
知

っ
た
。 

オ
バ
マ
大
統
領
の

広
島
訪
問
へ
の
返
礼

と
い
う
形
で
は
あ
る

が
、
こ
れ
は
、
日
米

の
絆
を
よ
り
強
く
し

て
、
宇
宙
や
海
洋
進

出
を
は
か
る
覇
権
国

家
中
国
を
牽
制
す
る

一
手
に
な
る
の
で
あ

ろ
う
と
直
感
し
た
。 

 

併
せ
て
、
だ
ま
し

討
ち
の
汚
名
を
着
せ

ら
れ
た
我
が
国
な
ら

び
に
帝
国
海
軍
の
名

誉
も
恢
復
し
て
頂
く

と
な
お
う
れ
し
い
の

で
あ
る
が
、
次
世
代

の
た
め
に
、
東
京
裁

判
史
観
の
払
拭
を
は

か
ら
れ
ん
こ
と
を
切

に
祈
る
所
で
あ
る
。 

（
事
務
局
・
市
橋
） 

 

十
二
月
以
降
の
日
本
会
議
関
係
行
事 


